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福米東地区人権・同和教育推進協議会 

      会 長  ********* 

  

 昨年、沖縄でヘリポート建設をめぐって生じた、反対派と警備する機動隊の軋轢。その

こと自体への価値判断は加えませんが、両者のもみ合いの中で、機動隊員の発した、「土人」

という言葉には驚かされました。全力で職務に当たっていたからこそ発せられた、彼の本

音だったと感じました。生育のどこかの段階で、沖縄の人々を自分たちより低く見る感覚

を共有する人たちが彼の周囲にいたのでしょう。その影響を受けて、彼もまた、その感覚

を身につけてしまったのだと思います。 

昭和４０年、同和問題の解消は国の責務であり、国民的課題であると明確に位置づけた、

「同和対策審議会答申」が示されました。以後、同和問題はもちろん、あらゆる人権問題

の解決に目が向けられ、人を人として大切にされる社会の構築に、官民の多くのエネルギ 

ーが注がれ、大きな成果が積み上げられてきました。 

先の発言によって、私は一瞬、その努力や成果を吹き飛ばされ、５０年前に引き戻され

たかのような感覚を覚えました。しかし、人を人として大切にする考え方や感覚は、確実

に広がり根づいていっていると、すぐに思い直しました。つまり、世の中に人権感覚は広

がっているけれど、完結していないのです。まだ到達していないところも残っていて、そ      

れが時折、差別的な言動の生じる要因になっているのではないでしょうか。             

自分であれ、家族であれ、地域社会であれ、直面する問題を起点にして、人が人として

大切にされることを願う心が働けば、世の中を良くする立派な一歩です。さらに行動が伴

えば、なおさらです。 

根気よく、少しずつ、住みよい社会を築いていきたいものです。 

    

 

 

 

今回は、近年制定された法律の一部（法律名のみ）をご紹介します。ずいぶん 

たくさんありますね。皆さんが直面し、何とかしたいと感じられている問題と 

関連する法律はありませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう少し遡ると、「男女共同参画社会基本法」、「青少年が安全に安心してインター 

ネットを利用できる環境の整備等に関する法律」なども制定されています。 

  難しくて、敬遠しがちな法律ですが、もとはと言えば、多くの人が何とかしたい 

と感じている問題があるからこそ、法律が制定され、課題解決の施策が進められて 

いるのです。関心のあるものから、ちょっと目を向けて、内容に触れてみませんか。 

平成１５年  個人情報の保護に関する法律 

平成１６年  犯罪被害者等基本法 

平成１７年  高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律 

      障害者自立支援法（平成２５年から障害者総合支援法に変更） 

平成１８年  拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する 

法律 

平成２０年  ハンセン病問題の解決の促進に関する法律 

平成２３年  障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律  

平成２５年  子どもの貧困対策の推進に関する法律      

       障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

いじめ防止対策推進法 

平成２６年  過労死等防止対策推進法  

       難病の患者に対する医療等に関する法律 

平成２８年  女性活躍推進法 

       本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取り組み

の徹底に関する法律 

平成２９年  育児・介護休業法  

 

人権関係の法律 ご存じですか？ 
 


